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これから北上市が目指すまちの姿のイメージ
～「東北発コンパクトシティのススメ」 （H21.3）より～
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北上市まちづくり検討ワーキンググループ調査検討報告書 ＜概要版＞

３ まちづくり三法改正背景から見た当市の現状（抜粋）

（２） 北上市のＤＩＤ地区の状況 「薄く広がる市街地 」

6

平成17年
ＤＩＤ区域

昭和50年
ＤＩＤ区域

北上市のDID地区の推移右の図のピンクの部分が昭和50年のDID区域、青

で囲んだ部分が平成17年のDID区域である。面積は約
３倍に広がったが、人口密度はおよそ３分の２（0.68
倍）に低下した。下の表の人口密度を見ると、全国的
に市街地が薄く延びつつある状況にあることがわかる
（0.87倍）が、当市は全国を上回るスピードで市街地
が薄く拡散しつつあることが見て取れる。
DID人口等の推移

北上市 人口（人) 面積（k㎡)
人口密度

(人/k㎡)

昭和50 13,602 2.3 5,914.0

平成17 28,276 7.1 4,005.1

S50→H17 2.08 3.1 0.68 

＜ＤＩＤ＞
国勢調査で使われる用語で、人口集中地区とも言う。
特に人口密度の高い地域のことで、全国的にＤＩＤ地
区に居住する人の割合は増加している。

全 国 人口（人) 面積（k㎡)
人口密度
(人/k㎡)

昭和50 63,822,648 8,275.4 7,712.3

平成17 84,331,415 12,560.6 6,714.0

S50→H17 1.32 1.52 0.87 



拡散した市街地の問題点
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●都市地域（街なか)
・市街地の無秩序な拡大・拡散による自然環境や優良農
地の減少

・空き地・空き店舗の増加などの中心市街地の空洞化

・都市化の進行による社会的生活基盤の後追い的な整備
や将来の維持管理コストの増大

●農村地域（郊外）

・遊休農地や管理不十分な森林が増加

・農地・森林の持つ多面的機能への影響や里地里山等の
美しい農村景観の喪失

～国土利用計画北上市計画 2011－2020より～
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平成22年７月15日
岩手日報朝刊社説



４．土地利用の構想

(1) 基本的な考え方

人口減少や少子高齢化の進行、地方分権の進展と効率的な行
財政運営など、北上市を取り巻く社会経済の環境は大きく変化して
います。北上市がこれからも市勢発展を続けていくためには、豊か
な自然環境や交通の利便性などの特性をさらに活かしながら、量
的拡大から質的向上を目指した土地利用への転換を図る必要が
あります。

これからの北上市は、都市と自然環境の調和を重視し、市街地
の無秩序な拡大の抑制を図るとともに、既存ストックの活用を図り
ながら、土地の用途に応じた有効活用を促進します。

また、都市的な土地利用地域と自然と共生する土地利用地域の
機能分担や相互の有機的な交流・連携を図り、効率的な土地利用
を進め、持続的に発展できるまちの形成を目指します。2010/9/8 9

北上市総合計画基本構想
＜平成21年12月定例会議決＞



(4) 土地利用の基本方針

土地利用をめぐる状況変化や課題を踏まえ、こ
れからも北上市が持続的に発展を続けていくために
は土地利用がどうあればいいのか、将来どのような
かたちであるべきなのかをしっかりと見据えたうえで、
持続可能な土地利用に向けて、農林業を含む自然
的土地利用の減少を抑制し、土地利用の質的向上
を図るとともに、土地利用に係る横断的観点にも留
意して、各種施策を総合的に推進します。

2010/9/8 10

国土利用計画北上市計画
（平成22年３月定例会議決）



⑦ 事務所や店舗用地

（旧）

事務所や店舗などの用地については、人口の増加と都市化の
進展に伴う商業や業務機能の立地動向に対応しながら、その必
要な用地を確保していきます。用地確保に当たっては、既存の商
業地域や工業地域などとの相互連携を考慮しながら産業振興が
効果的に図られるように誘導します。

（新）

事務所や店舗などの用地については、市街地の再開発や中心
市街地における各種都市機能の整備及び商業の活性化に配慮
し、適切な配置に努めます。

また、大規模な土地利用の転換を伴うような大規模集客施設な
ど、周辺の土地利用に大きな影響を与える施設の立地について
は、都市構造への広域的な影響や中心市街地に与える影響、産
業振興への影響や効果について十分に配慮するとともに、地域
の合意形成や景観との調和などにも留意しながら、適切な位置
への立地の誘導に努めていきます。2010/9/8 11



土地利用に係る各政策のスケジュール

平成22年３月 国土利用計画議決

平成22年３月 公共交通ビジョン策定

（以下予定)

平成22年９月 次期総合計画基本計画策定

平成22年度 公共交通アクションプラン策定

平成24年度 都市計画マスタープラン策定

※引き続き用途地域や都市計画道路の見直し

及び特定用途制限地域設定に向けた検討

平成25年度 農業振興計画定期見直し
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地域住民の足を守るために

～地域のセーフティネットの実現に向けて～



●北上市公共交通ビジョン概要



情報交換の様子
（仙台市坪沼地区）

情報交換の様子
（宮城県石巻市）

「仙台市坪沼地区」～乗合タクシーの視察
～2009.11.18



～地域の公共交通（支線交通）の実現に向けた取り組み～

１ 目安となる公共交通メニューの情報提供

・ 市の現状を分析（コミュニティバス、乗合タクシーなど）
・ 他市の事例を分析

２ 地域の参加体制の構築

・ 地域の参加プロセスの検討
・ 各地区ごとの公共交通に対する専門知識等の提供

３ 市の支援体制の整備

・ 事業者、市、地域の担う役割分担の内容と範囲の共有
・ 市による支援内容の合意
・ 他施策との連携体制の構築

平成２３年度から（希望地区による）検討開始（予定）

最適な方法の
選択

地域事情の
十分な反映

持続的に移動
の足を確保

地域計画実現
の作戦会議


